
＜夫婦関係調整（離婚）調停を申し立てる方へ＞

１　調停を申し立てるべき家庭裁判所

相手方の住所地を管轄する家庭裁判所に，以下の書類を提出して申立てをしてください（ただし，相手方との間で，担当する家庭裁判所について合意ができており，申立書と共に管轄合意書を提出していただいたときには，その家庭裁判所でも対応することができます。）。

２　申立てに必要な費用

□　収入印紙・・1200 円

□　郵便切手・・予納郵便切手一覧表をご覧ください。
３　申立てに必要な書類

□　申立書２通
→申立書は，法律の定めにより相手方に送付しますので，裁判所用，相手方用，申立人用の控えの３通を作成し，裁判所用及び相手方用の２通を裁判所に提出してください。なお，裁判所の窓口に３枚複写式の申立書用紙がありますので，ご利用ください。

□　事情説明書１通

□　子についての事情説明書１通

→未成年の子がいる場合に提出してください。

□　連絡先等の届出書１通

□　進行に関する照会回答書１通

□　夫婦の戸籍謄本(全部事項証明)１通　
→戸籍謄本等は３か月以内に発行されたものを提出してください｡

□　「年金分割のための情報通知書」１通

→離婚と共に年金分割におけるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あん),按)分割合（分割割合）に関する調停を求める場合にのみ必要です。情報通知書の請求手続については，年金事務所（厚生年金の場合）又は各共済年金制度の窓口にお問い合わせください｡

４　話合いの内容に応じて必要となる書類等
　調停では，話合いの内容に応じて，それぞれの主張を明らかにし，また，その裏付けのため，以下で例示するような資料等を提出していただくことがあります。円滑な調停の進行のため，相手方に送付することを予定しています。定められた期限までに，裁判所用，相手方用，申立人用の控えの３通を作成し，裁判所用及び相手方用の２通を裁判所に提出してください。
□　夫婦の関係についての陳述書
□　養育費の必要な子のいる場合：父母の収入等に関する陳述書及び添付資料
□　財産分与を話し合う必要がある場合：夫婦の財産に関する財産分与一覧表及び添付資料
□　婚姻費用等について，当事者間で決まっている場合：合意書等その内容の分かる書面
□　親権を話し合う必要がある場合：子の監護に関する陳述書及び添付資料
５　提出された書類等の閲覧・謄写（コピー）

一方の当事者が提出した書類等については，他方の当事者は，閲覧・謄写の申請をすることができます。これを許可するかどうかは裁判官が判断します。そのため，「非開示の希望に関する申出書」が提出されている場合であっても，閲覧・謄写が許可される可能性があります。


